
令
和
４
年
度

定
時
総
会
を
開
催

総
会
当
日
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
新
任
役
員
】

　
　
理　
事　
　
中
村
智
裕

　
　
監　
事　
　
森
永
起
久
夫

な
お
、
理
事
1
名
、
監
事
1
名
が
辞

任
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、ご
貢
献
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
辞
任
役
員
】

　
　
理　
事　
　
雑
賀
將
吉

　
　
監　
事　
　
入
山
喜
一
郎

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
で
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た

め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う
事
態
に

見
舞
わ
れ
、
私
た
ち
の
社
会
経
済
活
動

は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
当
セ
ン

タ
ー
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
も
定
時
総
会
は
、
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
極
力
、
出
席
者
数
を
抑

え
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
高
齢
者
の
皆
様
の
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
活
か
し
た
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
や
生

き
が
い
を
見
い
出
し
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
会
員
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
会

員
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

様
々
な
場
所
や
機
会
を
捉
え
、
ま
た
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

新　

役　

員　

の　

紹　

介

理
事
長
の
挨
拶

理
事
長

　
山
下
　
直
樹
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を
通
じ
積
極
的
に
広
報
活
動
を
展
開

し
、
現
時
点
で
は
、
昨
年
同
時
期
を
上

回
る
ま
で
に
回
復
し
て
き
ま
し
た
。

社
会
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
、
デ
ジ

タ
ル
推
進
、
女
性
活
躍
推
進
、
退
職
者

層
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
時
代
の
変
化

や
ニ
ー
ズ
を
敏
に
捉
え「
会
員
の
拡
大
」

「
新
た
な
就
業
開
拓
」「
安
全
・
適
正
就

業
の
徹
底
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

理
念
の
基
、市
民
の
皆
様
か
ら
喜
ば
れ
、

信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
に
、
職
員
一
同
鋭
意
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度

▽
理
事
会

▽
地
域
班
班
長
会
議

▽
職
群
班
班
長
会
議

▽
総
務
委
員
会

▽
就
業
開
拓
委
員
会

▽
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

▽
安
全
・
適
正
就
業
講
習
会

▽
未
就
業
会
員
相
談
会

▽
植
木
剪
定
講
習
会

▽
草
刈
機
使
用
講
習
会

▽
社
会
奉
仕
活
動

地
域
活
動
へ
の
貢
献
と
セ
ン
タ
ー
の

P
R
の
た
め
、
和
歌
山
城
周
辺
の
除

草
・
清
掃
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
託
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
対

応
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

〇
６
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ブ
ニ
ン
グ（
テ
レ
ビ
）

　

の
取
材
対
応
（
４
月
13
日
）

テ
レ
ビ
和
歌
山
か
ら
「
ハ
ー
ブ
園
」

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
開
花
時
期
や
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
の
販
売
情
報
な
ど
の
取
材
が
あ

り
、山
下
理
事
長
が
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
、
生
放
送
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

〇
わ
が
ま
ち
和
歌
山
（
テ
レ
ビ
）
の

　

取
材
対
応
（
５
月
２
日
）

和
歌
山
市
の
広
報
番
組
で
あ
る
同
番

組
か
ら
満
開
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
の
販
売
風
景
、
そ
し
て
、
当
園

を
管
理
す
る
山
田
会
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
て
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
こ

の
内
容
は
５
月
19
日
と
26
日
に
テ
レ
ビ

和
歌
山
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

○
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
４
月
28
日
～
５
月
８
日
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
、

当
園
の
ハ
ー
ブ
を
乾
燥
さ
せ
て
淹
れ
た

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
販
売
し
、
多
く
の
方

に
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
販
売
の
機
会
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。

〇
ハ
ー
ブ
教
室
（
５
月
23
日
）

満
開
で
好
条
件
を
迎
え
た
当
園
の
ラ

ベ
ン
ダ
ー
を
摘
み
取
っ
て
、
そ
れ
に
生

花
を
組
み
合
わ
せ
て
中
心
を
リ
ボ
ン
で

束
ね
た
流
行
の
バ
レ
リ
ー
ナ
ブ
ー
ケ
を

33
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
作
成
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
「
ミ
ル
・
フ
ル
ー
ル
」

　
　
　
長
井
摩
珠
見
様

今
後
の
主
な
行
事
予
定

西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
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〇
花
摘
み
体
験
（
５
月
25
日
）

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
し
て

い
ま
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
は
開
催

し
ま
し
た
。
午
前
の
部
・
午
後
の
部
を

合
わ
せ
た
延
べ
93
名
の
参
加
者
が
満
開

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
摘

み
取
っ
て
持
ち
帰
り
、
最
後
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
部
に
は
尾
花
正
啓
和

歌
山
市
長
が
臨
席
く
だ
さ
り
、
祝
辞
と

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
応
援
の
言
葉
を
述

べ
、
そ
の
後
も
実
際
に
刈
り
摘
み
を
体

験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
ハ
ー
ブ
の
苗
販
売
の
お
知
ら
せ

　
・
ハ
ー
ブ
の
苗
を
２
１
０
円
で
販
売

　
　
し
て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

10
月　
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
・
12
月　
ハ
ー
ブ
教
室

３
月　
挿
し
木
体
験

『
和
歌
山
市
消
防
局
防
災
学
習
セ
ン
タ

ー
体
験
学
習
に
参
加
し
て
』

風
薫
る
新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
っ

た
５
月
20
日
、
私
た
ち
木
本
班
13
名
は

「
巨
大
地
震
」「
津
波
」「
火
災
」「
風
水

害
」
な
ど
に
遭
遇
し
た
【
そ
の
時
あ
な

た
は
】
を
テ
ー
マ
に
体
験
学
習
を
行
っ

た
。和

歌
山
市
消
防
局
に
10
時
集
合
、
３

階
の
セ
ン
タ
ー
で
消
防
局
係
員
の
方
の

出
迎
え
を
受
け
、
真
っ
先
に
応
急
手
当

と
し
て
の
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
や
り
方
、

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
方
法
を
参
加
者
の
何
人
か
が
実
際

に
行
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
参
考
に
な
っ

た
。

次
に
床
一
面
に
描
か
れ
た
和
歌
山
県

の
地
図
と
南
海
ト
ラ
フ
の
位
置
を
見
な

が
ら
巨
大
地
震
の
後
の
巨
大
津
波
の
到

達
時
間
、
次
に
映
像
で
過
去
の
巨
大
地

震
及
び
災
害
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で

襲
っ
て
く
る
か
を
学
習
、
さ
ら
に
テ
レ

ビ
画
面
を
使
っ
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
天

ぷ
ら
油
に
火
が
付
い
た
想
定
で
全
員
が

消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
、
消
火
液

が
無
く
な
っ
て
火
が
消
え
ず
天
井
ま
で

燃
え
上
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
最

後
に
こ
の
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る

V
R
防
災
体
験
車
（
和
歌
山
と
東
京

に
２
台
し
か
な
い
そ
う
で
す
）に
乗
車
、

専
用
の
V
R
ゴ
ー
グ
ル
と
V
R
チ
ェ

ア
で
、
地
震
、
火
災
等
刻
々
と
変
化
す

る
リ
ア
ル
な
災
害
状
況
を
体
感
し
た
。

知シ

るル

バ
ー
・
コ
ラ
ム
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90
分
の
体
験
で
あ
っ
た
が
と
て
も
有

意
義
な
１
日
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
補
足
〉
終
了
後
、
私
た
ち
全
員
、
和

歌
山
城
ホ
ー
ル
の
展
望
テ
ラ
ス
で
若
葉

が
飛
び
出
し
て
こ
ち
ら
に
迫
っ
て
く
る

よ
う
な
和
歌
山
城
を
観
な
が
ら
お
弁
当

を
パ
ク
パ
ク
、
１
０
０
円
バ
ス
に
乗
っ

て
帰
宅
の
途
に
つ
い
た
。

（
記　
木
本
班
班
長　
宮
原
芳
雄
）

シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
健
康

で
安
心
し
て
「
働
く
」
こ
と
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
安
全
・
適
正
就

業
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
会
員
一
人

ひ
と
り
が
維
持
し
、
実
行
す
る
事
が
重

要
で
す
。
会
員
全
員
が
事
故
防
止
意
識

を
持
っ
て
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

安
全
就
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
心
得
10
か
条

①
作
業
は
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い

　
だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点

　
検
す
る
こ
と
。

③
服
装
・
履
物
は
作
業
に
合
っ
た
動
き

　
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し

　
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

⑤
諸
機
能
の
低
下
を
充
分
に
認
識
し
、

　
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

⑥
作
業
現
場
は
常
に
整
理
整
頓
に
心
が

　
け
る
こ
と
。

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正

　
確
に
行
う
こ
と
。

⑧
酒
気
を
帯
び
て
の
就
業
は
、
絶
対
に

　
つ
つ
し
む
こ
と
。

⑨
健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康
な

　
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
と
る

　
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

〇
植
木
剪
定
・
草
刈
り
の
で
き
る
方
を

　

募
集
し
て
い
ま
す

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
う
ち
、
植
木
の

剪
定
や
草
刈
り
の
仕
事
は
発
注
か
ら
長

い
間
お
待
ち
い
た
だ
き
、
発
注
者
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
と
し
て
も
頭
の
痛
い
課
題
で
す
。
そ

こ
で
、
会
員
の
う
ち
で
植
木
の
剪
定
が

で
き
る
技
術
を
持
っ
た
方
や
夏
場
の
草

刈
り
も
で
き
る
頑
健
な
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

会
員
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
お
知
り
合
い
に
そ
の
よ
う
な

方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

〇
会
報
記
事
を
募
集
し
ま
す

川
柳
や
俳
句
、
自
慢
の
写
真
等
や
、

同
好
会
の
参
加
募
集
記
事
等
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
掲
載
希
望
の
方
は
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
就
業
報
告
書
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
。

配
分
金
明
細
書
の
迅
速
な
発
送
に
努

め
る
た
め
、
締
め
切
り
日
の
変
更
を
い

た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
就
業
報

告
書
を
郵
送
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
就

業
し
た
翌
月
の
２
日
ま
で
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
こ
と
に
勝
手
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
就
業
を
目
指
し
て

事
務
局
よ
り
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